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2018・11　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

岩
出
市
国
民
健
康
保
険

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は

　
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
と
は
、

本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
健
診
結
果
や
医
療

情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析

し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
保
健
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
※
1
）
に
沿
っ

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
の
保

健
事
業
を
実
施
・
評
価
・
改
善
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
に
掲
げ
た
健
康
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
各
種
保
健
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の 

「
健
康
寿

命
の
延
伸
」
と
「
中
長
期
的
な
医
療

費
の
適
正
化
」
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
は
、
各
種
デ
ー
タ
分
析
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
書
全
体
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
※
1
）

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は

　
　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）

　
　
　

←

　
　

Ｄ
ｏ
（
実
施
）

　
　
　

←

　
　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
評
価
）

　
　
　

←

　
　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改
善
）

　
　

を
繰
り
返
し
、
事
業
を
進
め
て

　
　

い
く
考
え
方
。

岩
出
市
国
保
の

　
　
　
　

医
療
費
の
現
状

　

平
成
28
年
度
の
医
療
費
は
、
図
１

の
と
お
り
総
額
で
47
億
５
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

　

国
保
医
療
費
（
入
院
＋
入
院
外
）

に
占
め
る
疾
病
別
の
医
療
費
割
合
で

は
、
図
2
の
よ
う
に
、「
慢
性
腎
不

全
（
人
工
透
析
あ
り
）」
が
６
．
１
％

最小分類疾病名 割合

1 位 慢性腎不全（人工透析あり） 6.1%
2 位 糖尿病 5.5%
3 位 統合失調症 4.6%

4 位 高血圧症 4.5%
5 位 関節疾患 3.4%

6 位 肺がん 3.3%

7 位 Ｃ型肝炎 2.9%

8 位 脂質異常症 2.5%
9 位 うつ病 2.2%

10 位 不整脈 1.9% 平成 22 年度 平成 24 年度 平成 26 年度 平成 28 年度平成 23 年度 平成 25 年度 平成 27 年度

47.5 億円

問　

保
険
年
金
課　

国
保
・
年
金
係

　
　

☎
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
９
１
）

単位（億円）
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43.8 億円43.5 億円
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41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

46.0

47.0

48.0

特
集

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、 「
糖
尿
病
」、

「
統
合
失
調
症
」
の
順
に
割
合
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
（
※

2
）
で
あ
る
「
高
血
圧
症
」
や
「
脂

質
異
常
症
」
も
上
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
上
位
を
占
め
る
生
活
習

慣
病
や
生
活
習
慣
病
を
起
因
と
す
る

疾
病
（
太
字
の
疾
病
）
に
つ
い
て
、

発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
医
療
費
の
抑

制
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

（
※
2
）
生
活
習
慣
病
と
は
、
日
々

の
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症

す
る
病
気
の
総
称
で
、
糖
尿
病
や
脂

質
異
常
症
、
脳
血
管
疾
患
、
高
血
圧

症
、
心
疾
患
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

図 2　平成 28 年度国保医療費（入院＋入院外）の割合 図 1　岩出市の国保医療費の推移
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健
診
結
果
・
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら　
　

　
　
　
　
　

  

見
え
た
岩
出
市
の
健
康
課
題

　

特
定
健
診
受
診
率
は
、
県
内
市
町

村
平
均
よ
り
も
低
い
の
が
現
状
で
す

（
図
３
参
照
）。
年
齢
別
で
は
、
40

歳
、
50
歳
代
の
若
年
層
の
受
診
率
が

低
く
、
性
別
で
は
男
性
の
受
診
率
が

低
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

 

課
題
①

特
定
健
診
未
受
診
者
が
多
く
、

健
康
状
態
が
把
握
で
き
な
い

　

特
定
保
健
指
導
終
了
率
（
図
4
参

照
）
も
、
県
内
市
町
村
平
均
よ
り
低

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
特

定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
に
取
り
組

み
、
終
了
率
を
向
上
さ
せ
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
む
方
を
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

課
題
②

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ

て
も
、
利
用
者
が
少
な
い

　

人
工
透
析
新
規
導
入
者
数
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
人
工
透
析
継
続

者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

5
参
照
）。
慢
性
腎
不
全
に
係
る
医

療
費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
重
症
度

が
比
較
的
低
い
若
年
層
お
よ
び
慢
性

腎
不
全
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
発
症
予
防
や
重
症

化
予
防
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

課
題
③

生
活
習
慣
病
や
腎
不
全
に
よ
る

医
療
費
が
高
い

保健事業名 取組内容 最終目標

健康管理
（課題①に対応）
特定健康診査の未受
診者対策事業

　健診を受けていない方に、広報やはがき等により受診の
周知を行います。40 歳・50 歳代の若年層に未受診者が多
い傾向にあることから、健診受診の必要性を伝えるなど受
診勧奨に力を入れて実施します。

受診率
36％

生活習慣病
発症予防

（課題②に対応）
特定保健指導の利用
勧奨事業

　特定健康診査の結果から特定保健指導の対象となった方
に、文書の送付や電話で特定保健指導を周知し、生活習慣
病の発症を予防、改善するための特定保健指導の利用勧奨
に取り組みます。

終了率
20％

生活習慣病
重症化予防

（課題③に対応）
糖尿病性腎症等の重
症化予防事業
①糖尿病性腎症重症
　化予防事業
②特定健診要精検者
　に係る医療機関受
　療勧奨事業

①糖尿病性腎症の重症化予防が期待できる方に、人工透析
　などの重症化予防・遅延を目的とした日常生活の支援・
　保健指導を実施します。

透析新規
導入者数

年間４人

②健診結果が要医療の方に、早期に医療機関の受診を促す
　受療勧奨に取り組みます。

受療率
60％

健康課題解決のための岩出市の取り組み

　本データヘルス計画をより実効性の高いものにしていくため、ＰＤＣＡサイクルのプロセスに従い、毎年
の保健事業の進捗状況の確認や評価結果を活用し、必要に応じて計画の見直しを実施していきます。

データヘルス計画の評価と見直し

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度
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図 4　特定保健指導終了率（県との比較）

図 3　特定健診受診率（県との比較）

図 5　岩出市国民健康保険における人工透析者の状況



PB

2018・11　広報いわで　　4

トピックス

内線だけの表記の場合：岩出市役所・・・☎ 62-2141（代）

【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

表  　彰 （敬称略）

和歌山県社会福祉協議会会長表彰

畑
はた

　　常
つ ね お

雄

おめでとうございます。

（民生委員・児童委員功労者）

里
さとにし

西　晴
は る こ

子 山
やまもと

本　　茂
しげる

全国民生委員児童委員連合会会長表彰 （永年勤続民生委員・児童委員）

渋
し ぶ た

田　忠
ちゅうぞう

三 塩
しおなか

中　光
み つ こ

子 髙
た か お

尾　　薫
かおる

山
やまさき

﨑　愛
あ い こ

子 小
こばやし

林　　勉
つとむ

田
たばやし

林　芳
よ し こ

子

市
い ち の

野　政
ま さ こ

子 小
お ぐ ら

倉しのぶ 山
やまもと

本　敏
と し よ

代

㔟
せ た

田　道
み ち こ

子 藪
やぶうち

内　典
の り こ

子 西
にしがみ

上　昌
まさあき

揚

11 月 11 日から 12 月 10 日は
福祉課  人権啓発係（内線 336）

人権を考える強調月間です
　市では「人権を考える強調月間」に、すべての人の人

権が尊重される社会づくりに向け、市民一人ひとりが自

らの課題として人権について考え、取り組んでいただけ

るよう、「人権を考えるつどい」の開催や街頭啓発活動

等を重点的・集中的に展開します。人権啓発推進委員、

人権擁護委員、その他の関係機関・団体等の連携・協力

のもと総合的な人権啓発を推進していきます。

〈人権を考えるつどい〉

○テーマ　命輝かせて

○日時　11 月 11 日（日）午後 1 時 30 分～　

○場所　市民総合体育館

○内容　第１部 小・中学生のメッセージ

　　　　第２部 講演　「生きながら生まれ変わる」

○講師　カウンターテナー歌手　米良　美一氏

○困難は「挑戦」でありチャンス
　人は皆それぞれ異なる問題を抱えています。「人生は

困難の連続」と感じる人も多くいるでしょう。視点を変

え情熱をもって生きることが、きっと道をつくり、命を

輝かせて生きることに繋がります。

※人権についての市民意識高揚を図ることを目的に開催

　いたします。皆さんのご参加をお待ちしています。
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投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所及び投票所の名称 区　　域

1 岩出地区公民館（清水386-12） 大町・高塚・清水・宮
2 山崎地区公民館（中黒52-2） 中黒・湯窪・金屋・畑毛（1 ～ 269・303 ～ 331）
3 境谷集会所（境谷255） 境谷

4 根来地区公民館（根来535-2） 根来（475 ～ 2278・2280 ～ 2366）・森（1 ～ 194・228 ～ 318）・堀口
尼ヶ辻

5 押川集会所（押川133） 押川
6 上岩出地区公民館（水栖199-3） 中迫（1 ～ 104・568 ～ 666）・水栖・野上野（35 ～ 546）
7 船山地区公民館（山崎122） 船戸・山崎
8 鴨沼集会所（吉田382-44） 吉田（68 ～ 413）
9 山宮の浦自治会集会所（山508-30） 山（1 ～ 539）・相谷（120 ～ 212）

10 岩出市中央公民館（西野264） 西野・高瀬・備前・中島（864 ～ 918）・畑毛（270 ～ 302）

11 岩出市立市民総合体育館（荊本63-2） 曽屋（374 ～ 387・420 ～ 458）
森（195 ～ 227）・川尻・荊本・中迫（105 ～ 567・667 ～ 708）

12 紀泉台地区公民館（紀泉台428） 原・西安上・紀泉台・安上

13 上岩出地区コミュニティセンター（北大池84-2）北大池（1 ～ 333・354 ～ 489）・南大池・東坂本・新田広芝・今畑

14 岡田集会所（岡田463） 岡田・溝川（1 ～ 208・271 ～ 310）

15 岩出市総合保健福祉センター（金池92） 金池・赤垣内・波分・曽屋（1 ～ 373・388 ～ 419）

16 皆楽園在宅介護支援センター（西国分668） 溝川（209 ～ 270）・西国分

17 さぎのせ公園管理事務所（中島1183） 吉田（414 ～ 445）・中島（1 ～ 863・919 ～ 1284）

18 サンホール（山719） 吉田（1 ～ 67）・山（540 ～ 1005）・相谷（1 ～ 119・213 ～ 630）

19 桜台地区公民館（桜台494）
根来（1 ～ 474・2279）・今中・桜台・野上野（1 ～ 34）・山田
北大池（334 ～ 353）

11 月 25 日（日）は、
和歌山県知事選挙の投票日です

岩出市 選挙管理委員会☎ 62-2141（内線 125）

◇告示日　11 月８日（木）

◇投票日　11 月 25 日（日）

◇投票時間　　午前７時～午後８時

※第 3（境谷）、第 5（押川）投票所は、午後 6 時までです。

〇投票できる人は
　平成 12 年 11 月 26 日以前に生まれた人で、平成 30

年 8 月 7 日以前に岩出市に転入届（住民登録）をし、

引き続き 3 か月以上岩出市に住所を有している人です。

　投票日当日までに転出される場合など、詳しくはお問

い合わせください。

〇投票するには
　投票日当日は、送付された投票所入場券を持って、入

場券に記載されている投票所で投票してください。

　入場券が届かない場合や紛失した場合などはお問い合

わせください。

〇投票日に投票所へ行けない人は
　仕事や旅行などの理由で投票日当日に投票所で投票す

ることができない人は期日前投票ができます。

◇期間　　11 月 9 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 土 )

◇時間　　午前 8 時 30 分～午後 8 時

◇場所　　岩出市役所１階第１会議室

〇入院や他市町村に滞在されている人などは
　不在者投票ができる施設として指定されている病院や

施設に入院・入所されている人は、その施設で不在者投

票ができますので、施設へ申し出てください。

　他市町村に滞在されている人は、滞在先の市町村で不

在者投票ができます。必要な手続きに時間を要しますの

で、お早めにお問い合わせください。

〇郵便等による不在者投票
　身体に重度の障害などがある人は、郵便等により自宅

で不在者投票ができます。事前登録が必要で、手続きに

時間を要しますので、お早めにお問い合わせください。

〇代理投票・点字投票
　身体の障害などの理由で自ら投票用紙に記入できない

人は、投票所の係員が代わって記入する代理投票ができ

ます。また、視覚に障害のある人は、点字投票ができま

す。投票所の係員に申し出てください。

○選挙公報は新聞折込みで配布します
　選挙公報は、投票日の２日前までに新聞折込みで各世

帯に配布します。また、各公共施設にも用意します。

　新聞を購読されていない世帯には、郵送させていただ

きますので、ご連絡ください。
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【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう

保険年金課　国保・年金係（内線 198）

生活習慣病予防教室　参加者募集！！

・InBody（高精度な体成分分析装置）測定体験

　筋肉、脂肪、体水分、骨量、基礎代謝量、内臓脂肪指

数、身体年齢がわかります。保健師が測定結果を解説し

ます。

〇今後の予定
第２回・・・12 月 6 日（木）　

・尿でわかる！１日の塩分摂取量チェック

・講演「上手に塩分を摂りましょう」　

　岩出市管理栄養士

第３回・・・12 月 18 日（火）

・健康運動指導士による運動教室

市長公室　ねんりんピック推進室（内線 115）

第 32 回全国健康福祉祭和歌山大会

　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健

康福祉祭」は、60 歳以上の方々を中心に、あらゆる世

代の人たちが楽しみ、様々なイベントを通して交流を深

めることができるスポーツと文化、健康と福祉の総合的

な祭典です。

　ねんりんピックは、厚生省創立 50 周年を記念して、

昭和 63 年（1988 年）に兵庫県で第 1 回大会が開催さ

れて以来、毎年開催されています。

　2019 年は、第 32 回大会が和歌山県ではじめて開催

され、岩出市ではペタンク交流大会を開催します。

第 13 回岩出市ペタンクふれあい大会

（ねんりんピック紀の国わかやま 2019）

（ねんりんピック紀の国わかやま 2019 ペタンク交流

大会リハーサル大会）

〇日時　 11 月 10 日（土）　午前 9 時　試合開始

〇会場　 若もの広場（岩出市根来）

〇主催　 岩出市ペタンク協会

〇共催 　ねんりんピック紀の国わかやま 2019

　　　　 岩出市実行委員会

　関連事業として、健康づくり教室・各種おもてなし
イベント等も実施します。

〇リハーサル大会について
　本年、岩出市ペタンクふれあい大会をリハーサル大

会として次のとおり実施します。市民の皆さまお誘い

合わせのうえ、ご来場ください。

　健康のために何か始めたい！だけど、何から始めたら

よいかわからないという方に是非参加していただきたい

教室です。適度な運動・適切な食生活を学び、健やかな

生活を送りましょう。

　教室は全３回です。（第２回以降の詳細については、

広報いわで 12 月号でお知らせします）

〇対象　岩出市在住の方なら誰でも参加できます。

〇参加費　無料

〇定員　各 30 名

〇申込方法　保険年金課　国保・年金係に電話でお申込

　　　　　　みください。

○申込締切　第 1 回：11 月 14 日（水）

　第 1 回
［日時］　11 月 19 日（月）午後１時 30 分～午後 3 時

［場所］　総合保健福祉センター　3 階　多目的ホール

［内容］　

・講演「メタボリックシンドロームと尿路結石症の関連

　性について」　　和歌山県立医科大学泌尿器科医師

教室の参加者には、抽選で 5 名の方に岩出
市商工会の商品券（1,000 円分）が当たり
ます！
※抽選は各教室終了後に行います。

ぜひ、ご参加ください！
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岩出市観光協会☎ 62-7101

第 21 回紀州根来寺かくばん祭り
　紀州根来寺かくばん祭りは、多くの方に岩出の歴史、

根来寺と周辺の歴史・文化に興味を持っていただき、体

験していただくため、根来寺開祖の「かくばん上人」の

お名前をいただき、開催するものです。

○日時　11 月 24 日（土）

　　　　午前 9 時 30 分 ～ 午後 3 時 30 分（予定）

　　　　 （雨天時変更あり）

○場所　根來寺境内

○内容　民俗芸能・鉄砲隊の演武・語り部ツアー・餅な

　　　　げ大会など

※同日開催で、音楽祭等のイベントも予定しています。

岩出市観光協会☎ 62-7101　FAX62-7121　岩出まちづくり協議会☎ 62-7106

秋の根来ウォークを開催します
　紅葉の里　語り部と歩く根來寺

○日時　11 月 17 日（土）小雨決行

　　　　午前 9 時 40 分　　出発　

　　　　午後３時 30 分頃　解散予定

○集合場所　JR 岩出駅　（JR 西日本　和歌山線）

○参加費　無料（ただし、根來寺拝観料 500 円は別途

　　　　　　　　自己負担必要）

○申込み（※参加ご希望の方は予約が必要です）

　葉書・TEL・FAX にて参加者氏名・住所・連絡先（TEL・

FAX・携帯）を岩出市観光協会（岩出市西野 209）まで

ご連絡ください。折り返し参加証をお送りします。

○申込締切日　11 月 9 日（金）　午後５時まで

　※郵便の場合、申込締切日必着

○予定コース（歩程　約 11㎞）

　JR 岩出駅 ‐ 県緑花センター散策（昼食　持参）‐ 根

來寺散策（語り部による解説・錐もみ不動尊・大師堂・

大塔・大伝法堂 ‐ 旧和歌山県議会議事堂（一乗閣）‐

小休憩 ‐ 大門等）‐ JR 岩出駅

※コース上にある休憩・便所等が利用できる施設にて、

　適宜休憩を行います。

※ノルディックウォーク体験ご希望の方は、事前予約時

　にお申し出ください。ノルディックウォーク用ストッ

　クを貸出します。（レンタル料　1 組 500 円）

　戦国時代に一大勢力を持った根來寺は織田信長・豊臣

秀吉に抵抗しますが、秀吉の紀州攻めにより、一部を残

し消失します。戦国を生き延びた国宝・大塔や重要文化

財の建物が秋の空に映え、語り部の話を聞きながら散策

するコースです。

※当日雨天中止となった場合は JR 岩出駅構内に張り紙

　にて連絡いたします。

生活環境課　廃棄物対策係（内線 184）

小型家電の回収を行います
○出すときの注意事項
・個人情報が含まれているものは、必ず消去してくださ

　い。一度回収した品物は返却できません。電池は取り

　外してください。

・家電リサイクル法の対象品  （テレビ、エアコン、洗濯  

   機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫）は回収できません。

　回収品目の詳細など、詳しくは上記までお問い合わせ

ください。

　市では、小型家電の回収ボックスを市役所や公民館等

に設置し、回収を行っています。次の日程でボックスに

入らない小型家電を回収しますので、お持ちください。

〇日時　11 月 11 日（日）　午前 9 時～午後 3 時

〇場所　総合保健福祉センター　駐車場

〇回収品目　ご家庭で不要となった電化製品 

（パソコン、掃除機、電子レンジ、電話機、デジタルカ

メラ、ビデオカメラ等）
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教育総務課  学校教育係（内線 367）　

学校へ行ってみませんか
　市では、11 月を「岩出市学び月間」、11 月の第 1 土

曜日を「岩出市学びの日」と定め、次のような日程で授

業公開等の学校開放を行っています。

　保護者や市民の皆さまには、学校へお越しいただき、

学校や子どもの様子をじかにご覧になっていただきます

ようお願いします。

　なお、詳細については、各学校にお問い合わせくださ

い。

学校名 実施期間 主な内容

岩出小学校
11月1日（木）～30日（金） 授業および学校生活の公開
11月2日（金） 授業参観、新入児保護者参観、共育ミニ集会（仮称）
11月16日（金） 岩小まつり、那賀高等学校生との交流

山崎小学校
11月5日（月）～9日（金） 授業および学校生活の公開
11月8日（木） 授業参観および学校生活の公開、演劇鑑賞（保護者とともに）

山崎北小学校

11月1日（木）～30日（金） 公開授業・学校生活の公開（2限～5限・給食の時間を除く）
11月5日（月） 保健師による出前授業「命の大切さを知る授業」（2年1～4限）
11月6日（火） 授業参観(５限）・学級懇談会
11月8日（木） JA出前料理教室「いなり寿司」（5年1組1・2限、2組3・4限）
11月9日（金） JA出前料理教室「いなり寿司」（5年3組1・2限、4組3・4限）
11月10日（土） 山崎北小学校学園祭（育友会行事）午前10時30分～午後2時30分
11月13日（火） 歯科衛生士によるブラッシング指導「歯みがきの話」（1年5限）
11月27日（火） 観劇（1～3年3・4限、4～6年5・6限）
11月28日（水） 非行防止教室　キッズサポート（2年3限、5年4限）

根来小学校

11月12日（月）・13日（火） 授業・学校生活の公開（2～4限）
12日　いのちの授業（6年2・3・4限）、13日　いのちの授業（4年3・4限）

11月7日（水） キッズサポートスクール（2年2限・5年3限）
11月10日（土） ねごろっこまつり（午前10時～午後2時）
11月14日（水） 授業参観・引き渡し訓練　　

上岩出小学校
11月5日（月）～9日（金） 授業および学校生活の公開(午前8時35分～午後0時15分)
11月6日（火） 授業参観（午後1時35分～2時20分）、児童引渡訓練（午後2時20分～）

中央小学校
11月2日（金）～8日（木） 授業公開（5日間　授業公開）
11月8日（木） 授業参観、音楽発表会、教育講演会（竪　邦康氏　元小学校校長）

岩出中学校

11月1日（木）～30日（金） 学校開放月間（授業および学校生活、クラブ・チーム活動を公開）
11月2日（金） 挨拶運動・交通安全指導
11月5日（月） 避難訓練
11月9日（金） 授業参観（1・2年）、第2回進路説明会（3年、市民総合体育館）
11月16日（金） 総合文化祭

岩出第二中学校

10月30日（火）～11月7日（水） 授業・学校生活およびクラブ・チーム活動の公開（授業公開は午前9時45分から、クラ
ブ・チーム活動は午後4時30分まで）※11月6日（火）は、公開しません。

10月30日（火） 感動祭Ⅰ（学年別合唱）
10月31日（水） 感動祭Ⅱ（合唱・芸術鑑賞等）
11月5日（月） 避難訓練（6限）
11月7日（水） 1・2年生授業参観（5限）、3年生進路説明会（5～6限）

市民課（内線 162）

11 月・12 月は、マイナンバーカード

こんなに便利！マイナンバーカードを作りましょう！
①公的な身分証明書として利用できます
　免許証を返納しても本人確認はこれ一枚で OK ！

②マイナンバーを証明する書類として利用できます
　年金や税等のマイナンバーの提示がこれ一枚で OK ！

③各種行政手続のオンライン申請に利用できます

取得促進の取組月間です！
　郵送による申請のほか、スマートフォンやパソコンを

使って申請する方法もあります。詳しくは市民課までお

問い合わせください。

初回発行無料です！
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館 ・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。
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音
声
案
内
に
従
っ
て
、「
2
」
を

　

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

粉
河
納
税
協
会
☎
73
‐
２
４
６
６

ど
の
支
払
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

12
月
1
日
（
土
）

▼
受
付　

　
　

午
前
11
時
～
午
後
0
時
50
分

▼
物
品
閲
覧　

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▼
入
札　

午
後
1
時
～

○
場
所　

紀
の
川
市
民
体
育
館

   （
紀
の
川
市
花
野
６
０
４
番
地
２
）

○
当
日
必
要
な
も
の

▼
購
入
代
金
（
現
金
の
み
）

▼
入
札
に
お
越
し
に
な
る
方
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
等
）

▼
印
鑑
（
認
印
で
可
、
法
人
の
場
合

は
代
表
者
印
）

※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
、
委
任

状
お
よ
び
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要 

※
未
成
年
者
が
入
札
す
る
場
合
、
親

広   告   募   集
「広報いわで」へ広告を
掲載してみませんか？
○掲載料金　
　　　　1 枠 10,000 円
※ 2 枠、3 枠も可能です。
市 ウ ェ ブ サ イ ト へ の バ
ナー広告もあります。
問 市長公室 （内線 119）
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11 月夜間納税相談日
8 日（木）・22 日（木）

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

11 月 30 日（金）です。

■国民健康保険税第 6 期

■後期高齢者医療保険料第 5 期

■介護保険料第 6 期

納   期   限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

11
月
・
12
月
は
﹁
滞
納

整
理
強
化
月
間
﹂
で
す

　

市
税
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、

税
金
は
確
実
に
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を

確
保
し
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め

に
、
11
月
・
12
月
を
「
滞
納
整
理
強

化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
に
税
収
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
別
な
理
由

も
な
く
、
遊
興
費
・
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
等
を
優
先
し
税
金
を
滞
納
す
る

人
は
、
法
律
に
基
づ
き
財
産
調
査
や

滞
納
処
分
（
差
押
え
や
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
の
自
宅
等
で
捜
索
や
不
動
産

公
売
等
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

○
事
業
主
・
給
与
支
払
者
の
方
へ
の

お
願
い

　

お
勤
め
の
従
業
員
の
方
に
滞
納
が

あ
る
場
合
、
給
与
等
の
照
会
文
書
を

送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
変

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
調
査

へ
の
ご
回
答
と
給
与
等
の
差
押
え
が

執
行
さ
れ
た
場
合
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
４
）

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）
現
在
に
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所

有
し
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
月
２

日
以
降
に
売
買
な
ど
で
所
有
権
を
移

転
し
た
場
合
や
、
建
物
を
取
り
壊
さ

れ
た
場
合
も
、
１
月
１
日
現
在
の
所

有
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

不
動
産
の
売
買
契
約
の
際
に
、
税

額
の
一
部
を
買
主
が
負
担
す
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
売
買
の
当
事
者
間
が
契
約
等

に
よ
っ
て
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
と
は
関
係

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
場
合
、「
固
定
資
産

税
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
税
金
な

の
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は
年
税
で
あ

る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

11
月
11
日
か
ら

　
﹁
税
を
考
え
る
週
間
﹂

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租

税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対

す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
1
年
を
通
じ
て
租
税
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
様
々
な
広

報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
で
す
。
国
民
の
皆
様
に
適
正
・

公
平
な
課
税
お
よ
び
徴
収
の
実
現
に

向
け
た
国
税
庁
の
取
組
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
税
務
行
政
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　

粉
河
税
務
署

　
　

☎
73
‐
３
３
０
１
（
代
）

地
方
税
の
申
告
は

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
で
！

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
、
地
方
税
に
お

け
る
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
複

数
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
を
ま

と
め
て
一
度
に
送
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
サ
ー
ビ

ス
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

○
利
用
で
き
る
科
目

・ 

個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書
、

　

特
別
徴
収
関
連
手
続
）

・
法
人
市
民
税　
　

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

問　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
　

０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

　
　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.eltax.jp/
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
、
現
在
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

天
引
）
の
方
で
も
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年

金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
か
つ

介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
原
則
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
し
出
に
よ
り
納
付
方
法

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

預
金
通
帳

　

通
帳
の
届
出
印

※
手
続
き
後
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ

れ
る
ま
で
数
个
月
か
か
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
で
口
座
振
替
の
申
込
を

先
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
険
年
金
課
保
健
医
療
係

　
　
　
　
（
内
線
１
６
７
）

67
～
69
歳
の
方
へ

老
人
医
療
助
成
制
度
の

お
知
ら
せ

○
対
象
者　

　

岩
出
市
に
住
所
が
あ
り
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
満
67
歳
～
69
歳
の

方
で
、
次
の
７
つ
の
資
格
要
件
を
満

た
す
方
は
、
老
人
医
療
助
成
制
度
の

対
象
と
な
り
、
2
割
負
担
で
医
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

︻
７
つ
の
資
格
要
件
︼

①
あ
な
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
で
な
い
こ
と

②
あ
な
た
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

　

保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
市
町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い

　

な
い
こ
と

④
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
前
年
中
の
収
入
の
合
計
金
額
が

　

表
の
収
入
合
計
金
額
以
下
で
あ
る

　

こ
と

⑤
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
金
融
資
産
（
※
）
が
、
次
の
両

　

方
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

・
あ
な
た
自
身
の
金
融
資
産
の
合
計

　

額
が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
。

・
世
帯
全
員
の
金
融
資
産
の
合
計
額

　

が
３
５
０
万
円
×
世
帯
員
数
以
下

　

で
あ
る
。

（
※
）
金
融
資
産
と
は
、
預
貯
金
、

国
債
、
株
式
等
を
い
い
ま
す
。

⑥
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
今
住
ん
で
い
る
土
地
・
家
屋

　

を
除
き
、
地
金
な
ど
の
動
産
や
不

　

動
産
（
田
畑
、
山
林
等
た
だ
ち
に

　

処
分
が
難
し
い
も
の
を
除
く
）
な

　

ど
活
用
で
き
る
資
産
を
所
有
し
て

　

い
な
い
こ
と

⑦
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
世
帯
以
外

　

の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

・
他
の
世
帯
の
方
の
所
得
税
ま
た
は

　

市
町
村
民
税
の
扶
養
控
除
に
お
い

　

て
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
こ

　

と
・ 

他
の
世
帯
の
方
が
被
保
険
者
と
な

　

っ
て
い
る
医
療
保
険
の
被
扶
養
者

　

で
な
い
こ
と

申
・
問　

保
険
年
金
課
保
健
医
療
係

　
　
　
　
（
内
線
１
６
７
）

世帯人員 収入の合計金額

1人（単身）世帯 100万円

2人世帯 140万円

3人世帯 180万円

※以下、1 人増えるごとに 40 万円を加算
※収入には、「遺族年金」・「障害年金」・「恩
給」その他保険給付金など、あらゆる収
入が含まれます。

　

お
引
越
し
な
ど
に
よ
り
水
道
を
使

用
す
る
と
き
や
中
止
す
る
と
き
の
手

続
き
に
は
次
の
書
類
な
ど
が
必
要
で

す
。

○
水
道
を
使
用
す
る
と
き　

▼
賃
貸
物
件
の
場
合

①
給
水
装
置
所
有
者
の
認
印
も
し
く

は
賃
貸
契
約
書

②
新
使
用
者
の
認
印

▼
建
物
等
売
買
の
場
合

①
旧
所
有
者
の
実
印
と
印
鑑
証
明
書

（
発
行
か
ら
６
カ
月
以
内
）
も
し
く

は
売
買
契
約
書

②
新
所
有
者
の
認
印

○
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き　

▼
現
在
の
使
用
者
の
認
印

※
届
出
に
は
他
の
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

申
請
日
当
日
の
水
道
の
開
閉
栓
は

業
務
の
都
合
に
よ
り
伺
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
及
び

年
末
年
始
を
除
く
）
で
す
。

問　

上
下
水
道
業
務
課
上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

水
道
の
ご
使
用
に
つ
い
て

11
月
30
日
は

　
﹁
年
金
の
日
﹂
で
す
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
お
一
人

お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く

日
と
し
て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み

ら
い
）
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま

し
た
。

問　

保
険
年
金
課　

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

年
金
記
録
の
確
認
は

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
！

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nenkin.go.jp/
）

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
３
‐
４
７
４
‐
１
８
４
１
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

11月　休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来 
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　す。電話が通じないときは消防署（☎
　61-1791）にお問い合わせください。

11月　休日歯科急患当番表
日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
3 土 安村歯科医院 紀の川市名手市場１６１－２ 75-2202
4 日 青木歯科医院 岩出市吉田２５７－１ 61-0889

11 日 田原歯科 紀の川市貴志川町前田８６－７ 64-1080
18 日 みやもと歯科医院 岩出市川尻２２９－３ 69-3993
23 金 森歯科医院 紀の川市粉河１１－１ 73-2220
25 日 滝川歯科 岩出市森２７３ 63-0655

健
康
・
介
護

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
は
、最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先

発
医
薬
品
・
新
薬
）
の
特
許
終
了
後

に
、
厚
生
労
働
省
の
承
認
の
も
と
製

造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
薬
で
す
。
皆

さ
ん
の
自
己
負
担
を
軽
減
し
、
医
療

費
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
の
で
有
効

に
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
特
徴

　

開
発
コ
ス
ト
が
少
な
い
の
で
、
新

薬
よ
り
も
安
価
に
製
造
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
の
厳
格
な
審
査
を
受
け
、

新
薬
と
効
き
目
や
安
全
性
が
変
わ
ら

な
い
と
認
め
ら
れ
て
か
ら
販
売
さ
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し

て
も
ら
う
に
は

　

医
師
又
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
直
接
伝
え
に
く
い
場
合
は
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
や
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
」
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
提
示
し
ま
し
ょ
う
。「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
や
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
」
が
必
要
な
方
は
、保
険
年
金
課
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民

館
に
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
注
意
点

　

す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
薬
の
特
許
期
間
が
残
っ
て
い

て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
ま
だ

販
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
種

類
の
薬
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
て
も
自
己

負
担
額
が
新
薬
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

国
保
・
年
金
係

（
内
線
１
９
９
）、
保
健
医
療
係
（
内

線
１
６
７
）

不
妊
治
療
の
負
担
を

　
　
　

軽
減
し
ま
す
！

︿
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
﹀

〇
助
成
対
象
者

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご
夫

　

婦
で
、
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か

　

一
方
が
和
歌
山
県
内
に
１
年
以
上

　

住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
日
に
お
い
て
、
本
市
に
夫
ま

　

た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が
住
民
基
本

　

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

こ
と

④
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

　

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

〇 

対
象
と
な
る
治
療

①
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療
養

　

の
給
付
が
適
用
と
な
る
不
妊
治
療

　

お
よ
び
不
育
治
療

②
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療
の

　

う
ち
、
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授

　

精
を
除
く
治
療
お
よ
び
不
育
治
療

③
治
療
開
始
前
に
行
っ
た
不
妊
原
因

　

ま
た
は
不
育
原
因
を
調
べ
る
た
め

　

の
検
査

〇 

申
請
期
間

　

治
療
の
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度

の
３
月
末
ま
で
（
た
だ
し
、
当
該
年

度
分
の
治
療
が
１
月
ま
で
あ
る
場
合

は
翌
年
度
の
４
月
末
ま
で
、
２
月
ま

で
あ
る
場
合
は
５
月
末
ま
で
、
３
月

ま
で
あ
る
場
合
は
６
月
末
ま
で
）

〇
助
成
内
容

・
助
成
額

　

１
年
度
に
つ
き
限
度
額
３
万
円

・
助
成
期
間

　

連
続
す
る
２
年
間
（
原
則
、
治
療

　

中
断
に
よ
る
助
成
期
間
の
延
長
は

　

認
め
ま
せ
ん
。）

〇
提
出
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
助
成
金
の
支
給

　

審
査
の
結
果
を
申
請
者
の
方
に
通

知
し
、
交
付
決
定
の
方
に
は
指
定
さ

れ
た
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み
ま

す
。

︿
特
定
不
妊
治
療
﹀

〇
助
成
対
象
者

　

ご
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
岩

出
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
和
歌
山

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
交

付
決
定
を
受
け
た
方

〇
助
成
内
容

　

ご
夫
婦
１
組
に
つ
き
、
県
要
綱
に

定
め
る
１
回
の
治
療
に
要
す
る
費
用

か
ら
和
歌
山
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
の
助
成
額
お
よ
び
治
療
費

総
額
の
3
割
相
当
額
を
控
除
し
た
額

（
５
万
円
を
限
度
と
す
る
。）
を
県
要

綱
と
同
等
の
回
数
で
助
成
し
ま
す
。

〇
提
出
場
所　

岩
出
保
健
所

〇
助
成
金
の
支
給

　

審
査
の
結
果
を
申
請
者
の
方
に
通

知
し
、
交
付
決
定
の
方
に
は
指
定
さ

れ
た
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み
ま

す
。

　

申
請
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課　

保
健
推
進
係　

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

▼
希
望
カ
ー
ド

▼
希
望
シ
ー
ル



13　　広報いわで　2018・11

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　朝ごはんは１日のスタートに欠かせない大切な食事で

すが、朝ごはんを作る時間がない、子どもが思うように

食べてくれないというご家庭も多いのではないでしょう

か。忙しい朝でもなるべく時間をかけず、簡単に栄養の

ある朝ごはんを作ることができるレシピとポイントをご

紹介いたします。

〇桜えびと豆
とうみょう

苗のカリカリチーズおにぎり
（エネルギー 322kcal　タンパク質 11.7g　脂質 4.6g　

塩分 0.3g）

　材料（2 人分）
▼白ご飯 300 ｇ　▼桜えび　大さじ 2　▼豆苗１/ ４袋
▼とろけるチーズ 40 ｇ　▼醤油　小さじ１/ ２
①豆苗を１㎝の長さに切る（キッチンバサミでも OK）

②チーズ以外の材料をすべて混ぜ合わせて 4 等分し、

　おにぎりにする。

③テフロン加工のフライパンにとろけるチーズの半量を

非常勤管理栄養士

熱
あ つ た

田　浩
ひ ろ み

美
　しき、その上におにぎりをのせてチーズがカリッとす

　るまで焼く。

④裏面も③と同様に焼いたら出来上がり。

　豆苗には、βカロテンやビタミン B 群が多く含まれ、

栄養価の高い野菜として注目されています。通年安価で

購入でき、生でも加熱しても食べられるためとても便利

な食材です。桜エビとチーズには成長期の骨の形成や骨

粗しょう症の予防に欠かせないカルシウムやたんぱく質

が豊富です。とろけるチーズをプロセスチーズに代えて

混ぜ込めば、さらに洗いものが楽になりますよ。

　　　　　　問　保険年金課  国保・年金係（内線 198）

簡単おいしい朝ごはんで元気な 1 日をスタート ～健康寿命をのばそう 3 ／ 4 回～

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

︻
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０　

　

☎
77 

‐ 

６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時　

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

︻
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼

　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
︼

（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係　

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

〇
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

〇
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希

　

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

〇
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料
（
協
力
医
療
機
関
以
外
で

接
種
す
る
場
合
、
自
己
負
担
が
発
生

す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。）

〇
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〇
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊

婦
の
夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確

認
書
類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必

要
で
す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
う

え
、
接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種

者
名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名

の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名

義
の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦

の
夫
の
み
）、
認
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

〇
提
出
期
限　

平
成
31
年
３
月
31
日

問　

保
健
推
進
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０　

○
集
団
が
ん
検
診

　
（
事
前
申
込
み
さ
れ
た
方
）

〇
日
時　

15
日
（
木
）、
19
日
（
月
）

　
　
　
　

29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

◇
成
人
検
診

◇
献　

血

○
日
時
・
場
所　

　

10
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時
30
分　

　
（
株
）
オ
ー
ク
ワ　

ミ
レ
ニ
ア
シ

テ
ィ
岩
出
店

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０
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環
境
・
エ
コ

平
成
30
年
度
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金

　

生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

　

最
終
の
受
付
は
、
12
月
28
日
ま
で

と
し
ま
す
。

○
補
助
金
額

5
人
槽　
　
　

３
３
２
，
０
０
０
円

6
～
7
人
槽　

４
１
１
，
０
０
０
円

8
～
50
人
槽　

５
１
９
，
０
０
０
円

〇
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

変
更
す
る
際
の
、
単
独
浄
化
槽
撤
去

費
用
補
助

　

工
事
に
要
し
た
額
。
た
だ
し
上
限

を
９
０
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

○
応
募
条
件

・
平
成
30
年
4
月
か
ら
平
成
31
年
3

　

月
末
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
方

・
岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

　

る
方
、
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
後
に

　

速
や
か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る
方

・
平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で
に
実
績

　

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

〇
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
応
募
で
き
ま
せ
ん

・
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に
基

　

づ
く
確
認
ま
た
は
浄
化
槽
法
第
五

　

条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の
届
出

　

の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄
化
槽
を

　

設
置
す
る
者

・
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
30
年

　

４
月
か
ら
平
成
31
年
3
月
末
）
に

　

浄
化
槽
を
設
置
で
き
な
い
者

・
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

　

槽
付
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）

　

を
建
築
す
る
者

※
売
買
契
約
が
成
立
し
て
以
降
の
申

　

請
は
可

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
賃
貸
人

　

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

　

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分
の
一

　

未
満
の
場
合

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

（
区
域
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

○
そ
の
他

　

浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と
き
は
、
機

種
お
よ
び
人
槽
を
確
認
す
る
た
め
市

の
立
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助

金
申
請
後
に
生
活
環
境
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ
た
場
合
は

補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係 

　
　
（
内
線
１
８
４
）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

まだ受診できます！今年度の特定健診！ 問　保険年金課  国保・年金係（内線 191）

40 歳以上の岩出市国民健康保険にご加入の皆さまへ

　まだ受診されていない方は、来年１月末まで無料で受

診できますので、右の医療機関へご予約のうえ、受診し

てください。

　また、本市国民健康保険に新たに加入された方で、特

定健診の受診を希望する対象者の方にも「受診券」を発

行していますので、保険年金課へご相談ください！（受

診券を紛失された方も、ご相談ください。）

　今年度は、平成 31 年 1 月 31 日（木）までです。

　また、特定健診を受診し、日頃から健康維持に取り組

んでいる方に優先的に「脳ドック検診」を受けていただ

けるよう、今年度から「優先枠」を設定し、保健事業を

推進しています。健康維持の観点からも、ぜひ積極的な

受診をお願いします。

　年に１回の「国保特定健診」を受診して、あなたの健

康状態をチェックしましょう！

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊藤内科 69-2121 ますだクリニッ
ク 79-3200

宇野内科 62-2101 かきはら胃腸科
内科 61-2600

おおみや診療所 61-6151 豊田内科 63-0297

殿田胃腸肛門病院 62-9111 ふじはら整形外
科クリニック 67-3622

林循環器内科クリ
ニック 62-3056 はた乳腺クリ

ニック（女性のみ）63-1177

胃腸肛門科家田医院 61-1212 岩田医院 62-6705

塚本内科クリニック 67-3377 上岩出内科・脳神
経外科 69-5500

富田病院 62-1522 かわぐちクリニッ
ク 67-2334

ナカイマ整形外科
クリニック 62-5558 紀の川クリニック 62-0717

よしだクリニック 69-5404 安川診療所 63-1688

こうぐち内科クリ
ニック 61-5252 やよいメディカ

ルクリニック 62-7777

医療機関一覧（22 医療機関）
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入

補
助
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
（
容

器
）
を
購
入
す
る
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
て
い

ま
す
。

︻
生
ご
み
処
理
容
器
︼

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事

　

業
所
は
除
く
）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

品名 購入金額 補助金額 自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａタイプ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296円

生ごみ処理容器（Ｂタイプ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020円

A タイプ

B タイプ（2 個で 1 セット）

︻
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
︼

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で
の
期
間 

　

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の
住

　

居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

　

よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

　

管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切

　

に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で

　

き
る
方

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処

　

理
機
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方

⑧
当
該
処
理
機
の
使
用
状
況
等
の
報

　

告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入

金
額
の
２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た

だ
し
、
補
助
限
度
額
は
、
３
万
円
と

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
 7日・21日

（第1・3水曜日）

毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
14日・28日

（第2・4水曜日）

毎週

木曜日

11 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
か
ら
の
畳
の
搬
入
は
、

1
日
に
つ
き
8
枚
ま
で
で
す
。

※
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合
、「
持
ち

込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の
記
入
と
あ

わ
せ
て
、「
免
許
証
等
住
所
確
認
が

で
き
る
証
明
書
」
に
よ
る
住
所
の
確

認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　



2018・11　広報いわで　　16

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

講
座
・
催
し

成　

人　

講　

座

○
演
題　
「
新
し
い
消
費
税
・
岩
出

　
　
　
　

市
の
ご
み
の
分
別
・
岩
出

　
　
　
　

げ
ん
き
体
操
」

○
講
師　

粉
河
税
務
署
職
員

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

体
験
会
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館　
　
　

　
　
　
　

１
階　

ア
リ
ー
ナ

○
内
容　

　

キ
ン
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ピ
ン

ポ
ン
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象　

岩
出
市
在
住
ま
た
は
在
勤

　
　
　
　

の
方
（
小
学
生
以
上
）

○
定
員　

先
着
50
人
程
度

○
持
ち
物　

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

○
参
加
料　

無
料

※
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催

申
・
問　

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
係
（
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
62
‐
０
３
７
０

募　

集

高
等
工
科
学
校
生
徒
・

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

〇
募
集
種
目

▼
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受
付

・
受
験
資
格　

中
卒
（
見
込
含
）

　
　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間　

11
月
1
日
（
木
）

　

～
平
成
31
年
1
月
7
日
（
月
）

・
試
験
日
（
1
次
試
験
）　

　
　

平
成
31
年
1
月
19
日
（
土
）

・ 

合
格
発
表
（
1
次
試
験
）　

　
　

平
成
31
年
1
月
25
日
（
金
）

※
合
格
者
に
は
、
2
次
試
験
の
ご
案

内
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

・
採
用
時
期　

平
成
31
年
4
月
上
旬

・
推
薦
試
験
（
受
付
期
間
）

　

11
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

・
受
付
期
間　

　
　

11
月
22
日
（
木
）
ま
で

・
受 

験 

日　

11
月
24
日
（
土
）

・
受
験
資
格　

採
用
予
定
月
の
1
日

現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

・
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、

数
学
、
社
会
お
よ
び
作
文
）、
口
述

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

問　

和
歌
山
募
集
案
内
所

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９

（
平
日　

午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

　
　
　
　

岩
出
市
生
活
環
境
課
職
員

　
　
　
　

岩
出
市
長
寿
介
護
課
職
員

○
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

平
成
31
年
度
保
育
所
等

利
用
申
込
み
の
ご
案
内

（
二
次
募
集
）

○
申
込
み
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
保
育
所
等
へ

新
規
利
用
を
希
望
す
る
方
の
み
次
の

と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
募
集
は
、
一
次
募
集
の
結
果

に
よ
り
、
定
員
に
余
裕
の
あ
る
施
設

で
の
利
用
調
整
と
な
り
ま
す
。
結
果

に
よ
っ
て
は
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　

岩
出
市
役
所　

子
育
て
支
援
課

〇
申
込
期
間

　

11
月
1
日
～
平
成
31
年
1
月
31
日

　

※
閉
庁
日
を
除
く

○
対
象
児
童　

平
成
31
年
4
月
2
日

　

時
点
で
生
後
6
週
以
上
か
ら
平
成

　

25
年
4
月
2
日
生
ま
れ
で
、
家
庭

　

に
お
い
て
必
要
な
保
育
を
受
け
る

　

こ
と
が
困
難
な
児
童

※
平
成
31
年
5
月
以
降
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
、
随
時
募
集
と
な
り
、

今
回
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

細
は
、
申
込
案
内
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
幼
稚
園

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
各
施
設

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
　
（
内
線
３
２
５
・
３
３
８
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

○
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
日
時

　

11
月
5
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
土
・
日
を
除
く
）

○
配
布
・
受
付
場
所

　

土
木
課　

事
業
管
理
室

○
抽
選
会
日
時
・
場
所

　

11
月
28
日
（
水
）
午
後
３
時
か
ら

　

岩
出
市
役
所
3
階　

第
6
会
議
室

○
募
集
戸
数　

1
戸

　

岩
出
市
川
尻
２
４
１
番
地
（
４
階

建
・
２
Ｄ
Ｋ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
）

４
階
16
号
室

問　

土
木
課　

事
業
管
理
室

　
　
（
内
線
２
０
４
）

犬
・
猫
は
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

〇
犬
は
、
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
う

か
、柵
・
ゲ
ー
ジ
の
中
や
室
内
で
飼
っ

て
く
だ
さ
い
。

〇
き
ち
ん
と
し
つ
け
を
し
て
、
無
駄

吠
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首

輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

〇
悪
臭
や
毛
の
飛
散
等
で
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
、
飼
養
場
所
を
清
潔

に
し
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
を
確
実
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
で
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て
か
ら

散
歩
に
行
く
習
慣
を
つ
け
、
散
歩
時

は
ふ
ん
袋
や
尿
を
洗
い
流
す
水
を
携

帯
し
て
排
泄
物
を
適
切
に
処
理
し
、

ふ
ん
は
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。

〇
猫
の
ふ
ん
尿
等
で
困
っ
て
い
る
と

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

室
内
で
の
飼
養
に
努
め
、
飼
い
猫

が
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
お
願
い
し

ま
す
。　

※
野
良
猫
に
餌
づ
け
だ
け
を
す
る

と
、
飼
っ
て
も
ら
え
な
い
不
幸
な
猫

を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。
飼
う
な

ら
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）
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ふ 
れ 

あ 

い 

学 

級

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

○
演
題　
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ

　

わ
な
い
た
め
に
」
～
最
近
の
相
談

　

事
例
と
対
応
方
法
～

○
講
師　

和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー　

消
費
生
活
相
談
員

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
根
来
学
園

　

日
付　

11
月
5
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

11
月
9
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

11
月
16
日
（
金
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
19
日
（
月
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
21
日
（
水
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　

歳
以
上
の
方

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

第
37
回
岩
出
市
民
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集

○
日
時　

11
月
８
日
（
木
）

○
場
所　

国
木
原
Ｇ
．
Ｃ

○
プ
レ
ー
費

　

６
，
９
８
０
円
（
食
事
代
含
）

○
会
費

　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
募
集
人
数　

80
名

※
１
組
（
４
名
）
１
名
ま
で
他
市
在

　

住
者
の
参
加
が
で
き
ま
す
。

※
岩
出
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

申
・
問　

岩
出
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局　

担
当　

西
中
☎
62
‐
２
１
７
８

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62
‐
２
５
０
７

秋
季
企
画
展
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

﹁
水
環
境
に
関
す
る
講
演

会
﹂
を
開
催
し
ま
す

○
演
題 

「
長
年
に
わ
た
る
吉
野
川

　

の
生
物
調
査
か
ら
み
え
る
も
の
」

○
日
時 

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所 

上
野
公
園
総
合
体
育
館　

　
　
　
　

研
修
室

（
奈
良
県
五
條
市
上
野
町
２
４
６
）

○
定
員　

先
着
１
０
０
名

○
入
場　

無
料

○
講
師 
本
庄　

眞　

氏

　
（
関
西
環
境
教
育
学
会
会
長
）

○
主
催 

　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

○
申
込　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

（
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

申
・
問　

市
長
公
室　

企
画
調
整
係

　
　
　
　
（
内
線
１
１
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
63
‐
５
２
２
９

メ
ー
ル

　
　

koushitsu@
city.iw

ade.lg.jp

再
就
職
へ
一
歩
が

　

踏
め
る
・
軽
く
な
る

　

結
婚
・
出
産
・
介
護
な
ど
で
退
職

さ
れ
た
方
、
就
職
活
動
が
不
安
な

方
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
日
時　

11
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階　

研
修
室

〇
講
師　

加か
し
ま島　

祐ゆ
う
こ子
さ
ん

　
　
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

〇
対
象　

一
般
（
岩
出
市
民
優
先
）

〇
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
（
満
１
歳
～
未
就
学

児
）・
手
話
通
訳
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
（
11

月
19
日
ま
で
）

〇
申
込
方
法　

①
「
男
女
共
同
参

画
」
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
岩
出
市

在
住
有
無
を
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

メ
ー
ル    koushitsu@

city.iw
ade.

lg.jp

ぴ
あ
サ
ロ
ン
﹁
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
に
よ
る
講
話
﹂

　

ぴ
あ
サ
ロ
ン
は
、
認
知
症
の
方
を

介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
同
士
が
日
頃

気
に
な
る
こ
と
や
悩
み
を
話
し
合
え

の
基
を
つ
く
っ
た
本
市
出
身
の
頼
瑜

な
ど
の
根
来
寺
高
僧
た
ち
の
生
涯
と

事
績
を
中
心
に
、
根
来
寺
の
歴
史
を

ゆ
か
り
の
品
や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で

紹
介
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

〇
場
所　

民
俗
資
料
館　

１
階　
　

　
　
　
　

企
画
展
示
室

〇
期
間　

11
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
26
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
資
料
館
へ
の
入
館
は
、
午
後
４
時

　

30
分
ま
で
。

※
展
示
期
間
中
の
休
館
日
は
、
６
日

　
（
火
）、
13
日
（
火
）、
20
日
（
火
）

秋
季
企
画
展
講
演
会

〇
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

〇
場
所　

民
俗
資
料
館　

２
階

　
　
　
　

大
会
議
室

〇
演
題　
「
泉
南
・
紀
北
地
域
に
お

　
　
　
　

け
る
近
世
の
幕
開
け
」

〇
講
師　

和
歌
山
県
立
博
物
館

主
任
学
芸
員　

前ま
え
だ田　

正ま
さ
あ
き明

氏

※
入
館
料
は
無
料
で
す
。

問　

民
俗
資
料
館
☎
63
‐
１
４
９
９

る
場
で
す
。

　

今
回
は
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ

る
馬
島
先
生
の
講
話
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
A

○
内
容　
「
認
知
症
の
進
行
に
合
わ

　
　
　
　

せ
た
家
族
の
対
応
の
仕
方

　
　
　
　

や
心
構
え
に
つ
い
て
」

○
講
師   

ま
し
ま
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

　
　
　
　

ッ
ク　

馬
島　

將
行　

氏

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

　

れ
て
い
る
ご
家
族
や
関
係
者

※
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
参
加
に
つ

い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
内
線
３
５
５
）

　

覚
鑁
上
人
の
法
灯
の
伝
承
者
た
ち

　
　
　

︱
根
来
寺
の
あ
ゆ
み
︱

〇
内
容　

根
来
寺
を
開
創
し
た
興
教

大
師
覚
鑁
、
現
在
に
至
る
新
義
教
学
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

平
成
31
年
度
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
に

つ
い
て
の
ご
案
内

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
心

身
の
発
達
に
支
援
が
必
要
な
就
学
前

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
日
常
の
基
本

的
動
作
の
習
得
お
よ
び
集
団
生
活
に

適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
や
健
康
状
態

を
考
え
各
専
門
職
員
が
連
携
し
て
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
療
育
お
よ
び

支
援
を
行
う
施
設
で
す
。

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　

11
月
30
日
ま
で

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

講
演
会
﹁
災
害
に
も
強

い
地
域
づ
く
り
﹂

　

各
地
で
起
こ
る
災
害
、
そ
の
時
地

域
は
・
・
・
？

　

地
域
の
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て

実
例
を
踏
ま
え
て
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

後
半
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話

し
合
い
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
講
師　

日
本
防
災
士
会
和
歌
山
県

　

支
部
長　

早
稲
田　

眞
廣　

氏

〇
日
時　

11
月
9
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〇
場
所　

打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

視
聴
覚
室

お
知
ら
せ

労
働
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相

談
窓
口
の
ご
案
内

〇
受
付
時
間　

　
　

平
日　

午
前
８
時
30
分　
　
　

　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
特
別
相
談
窓
口

　
（
平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で
）

　

☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
７
０

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
０
２
０

　

☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
２
０
０

問　

和
歌
山
労
働
局　

　
　

雇
用
環
境
・
均
等
室

第
13
回
岩
出
市
民
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
す

問
・
申　

岩
出
障
害
児
者
相
談
・
支

　
　
　
　

援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
63
‐
１
６
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
63
‐
１
６
４
４

○
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

○
種
目

　

9
人
制
の
部
（
男
女
混
成
）

　

6
人
制
の
部
（
男
子
、
女
子
）

※
6
人
制
の
部
（
男
子
）
に
女
子
も

　

出
場
可

○
参
加
資
格

　

 

岩
出
市
内
に
在
住
、
勤
務
し
て

い
る
小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
小
学
生
は
ジ
ュ

ニ
ア
部
員
に
限
る
。
ま
た
、
事
業
所

は
事
業
所
単
位
と
す
る
。

○
参
加
料
（
保
険
料
含
む
）

　

1
チ
ー
ム
に
つ
き
２
，
０
０
０
円

○
申
込
期
日　

11
月
10
日
（
土
）

申
・
問　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　

会
事
務
局　

坂
本

　

☎
69
‐
１
８
６
７

　

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
62
‐
０
３
７
０

﹃
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
ゃ
。

　
　
　
　
　

最
低
賃
金
﹄

　

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
和
歌
山

県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
８
０
３
円

と
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度

を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
へ
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

和
歌
山
労
働
局　

　
　

労
働
基
準
部　

賃
金
室

　

☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２

﹃
出
前
保
育
﹄
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　

11
月
７
日
（
水
）　

　
　

上
岩
出
地
区
公
民
館　

和
室

　
　

11
月
12
日
（
月
）

　
　

岩
出
地
区
公
民
館　

和
室

○
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で
す
。

※
10
時
15
分
頃
と
11
時
15
分
頃
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

　

労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
電
話

や
面
接
で
の
労
働
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か

ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
を
し
な
が
ら
働
く
女

性
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
も
ご

紹
介
し
ま
す
！

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

育
士
が
色
々
な
場
所
に
行
っ
て
遊
び

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し

く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
11
月
の
日
付
・
場
所　

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
デ
ィ
ロ
ン
運
命
の

犬
」
の
続
編
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
た
あ
る

日
、
麻
利
と
セ
ラ
ピ
ー
犬
と
し
て
活

動
す
る
デ
ィ
ロ
ン
あ
て
に
、
山
梨
に

住
む
小
学
生
か
ら
会
い
に
き
て
ほ
し

い
と
い
う
手
紙
が
届
く
。
人
の
心
を

癒
す
セ
ラ
ピ
ー
犬
が
傷
つ
い
た
男
の

子
の
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
心
温
ま
る
物

語
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
デ
ィ
ロ
ン
の
優
し
さ
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
日
時　

12
月
7
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

〇
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

※
入
場
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２
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くらしの情報

﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
﹂
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
職
場
に
お
け
る
性
的

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
女
性
に
お
け
る
各

種
の
人
権
相
談
に
つ
い
て
、
法
務
局

職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

〇
期
間　

　
　

11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

第
36
回
﹁
人
権
の
花

　

運
動
﹂
の
審
査
結
果

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の

小
学
校
を
対
象
に
毎
年
「
人
権
の
花

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
県
内
１
１
１
校
か
ら
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
奨
励
賞　

岩
出
小
学
校

　
　
　
　
　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　
　

中
央
小
学
校

　
　
　
　
　

上
岩
出
小
学
校

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

12
月
2
日
（
日
）
は
、

　

一
日
防
火
デ
ー
で
す

平
成
30
年　

秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
実
施

﹃
忘
れ
て
な
い
？

　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
﹄

〇
期
間　

11
月
9
日
（
金
）
～
15
日

（
木
）
ま
で
の
7
日
間

〇
目
的　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及

を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

11
月
１
日
か
ら
30
日
は

﹁
同
和
運
動
推
進
月
間
﹂

　

同
和
問
題
は
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
差
別
の

解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、

か
え
っ
て
差
別
を
助
長
す
る
結
果
を

招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

現
在
、
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

近
年
で
は
匿
名
性
と
拡
散
性
を
特
徴

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差

別
書
き
込
み
等
の
問
題
が
生
じ
て
お

り
、
今
な
お
差
別
に
苦
し
む
人
々
が

存
在
し
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
ネ
ッ
ト
情
報
に
負
け
な
い
、

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
（
※
）
を
学
ぶ

こ
と
が
必
要
と
言
え
ま
す
。

（
※
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
理
解
し

正
し
く
利
用
で
き
る
能
力
。

　
﹁
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

　

す
る
法
律
﹂

　

部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
成
立
し
た
こ

の
法
律
は
、
部
落
差
別
の
解
消
の
必

要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め

る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落

差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
た
も
の
で
、
行
政
は
部
落

差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
と
し
て

相
談
体
制
の
充
実
や
教
育
啓
発
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
日
も
早
い
同
和
問
題

の
解
決
を
め
ざ
す
た
め
に
、「
人
権

を
考
え
る
強
調
月
間
」
と
併
せ
て
効

果
的
な
啓
発
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

〇
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

土
日    

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

　

市
で
は
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
12
月
の

第
1
日
曜
日
（
今
年
は
、
12
月
2

日
）
を
、
一
日
防
火
デ
ー
と
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
会
等
で
消
火
訓
練
を
実
施
さ

れ
る
場
合
は
、
消
防
団
と
打
ち
合
わ

せ
の
う
え
、
消
火
器
の
正
し
い
使
用

方
法
の
習
得
等
を
目
的
と
し
た
、
効

果
あ
る
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　

危
機
管
理
室
（
内
線
１
３
２
）

〇
住
宅
防
火　

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︿
３
つ
の
習
慣
﹀

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

︿
４
つ
の
対
策
﹀

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

問　

危
機
管
理
室
（
内
線
１
３
２
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

巡
回
連
絡
に
つ
い
て

　

地
域
警
察
官
は
、
担
当
す
る
地
域

の
家
庭
、
事
業
所
を
訪
問
し
、
犯
罪

や
事
故
の
防
止
等
、
地
域
住
民
の
安

全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
の
指
導
・
連
絡
や
、

地
域
住
民
か
ら
の
意
見
要
望
等
の
聞

き
取
り
を
行
う
巡
回
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果
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〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの
11月の休園日

【展示会】

11月10日(土)～11日(日) 野生ラン展 9:00～17:00(最終日16:30まで)

11月10日(土)～11日(日) 第51回 寒らん展 9:00～16:00(最終日15:45まで)

11月16日(金)～19日(月) 写真・水墨画・洋画の展示会 9:00～17:00(最終日16:00まで)

11月17日(土)～18日(日) 第２回 緑和会 盆栽展 9:00～17:00(最終日16:00まで)

11月24日(土)～25日(日) 寒らん遅咲き展 9:00～16:00(最終日15:45まで)

12月7日(金)～9日(日) 冬の洋ラン展 9:00～17:00(最終日16:30まで)

【教　室】

11月11日(日) 11月の寄せ植え教室 10:30～12:00、参加費 1800円、事前申込要

12月9日(日) 12月の寄せ植え教室 10:30～12:00、参加費 1800円、事前申込要

6日(火),13日(火),20日(火),
27日(火)

11 月の花ごよみ…秋バラ、ケイトウ、マリーゴールド

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

８
月
定
例
会

○
日
時　

8
月
28
日
（
火
）

○
場
所　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

○
結
果

▽
ト
リ
プ
ル
ス

１
位　

大
島
暸
子
・
大
津
留
紀
之

　
　
　
　
　
　
　

・
武
田
弘

２
位　

小
原
尚
志
・
吉
田
訓
士

　
　
　
　
　
　
　

・
松
下
國
彦

３
位　

細
谷
小
夜
子
・
宮
村
靜
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

大
会
結
果

第
36
回
和
歌
山
県
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

３
位　

山
本
陽
世

（
５
年
生
以
下
の
部
）

２
位　

𠮷
川
莉
央

３
位　

正
林
初
菜

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

（
６
年
生
以
下
の
部
）

２
位　

山
本
遥
希
・
岩
田
司

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
６
年
生
以
下
の
部
）

３
位　

三
毛
菜
愛
・
山
本
陽
世

（
５
年
生
以
下
の
部
）

１
位　

正
林
初
菜
・
山
本
楓
恋

２
位　

田
村
春
妃
・
田
中
芹
香

▽
男
女
ダ
ブ
ル
ス
初
心
者
の
部

２
位　

中
筋
葵
・
榎
本
湖
々

３
位　

楢
崇
佑
・
田
村
淳
弥

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
36
回
和
歌
山
県
中
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

8
月
26
日
（
日
）

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

○
結
果

▽
女
子
の
部

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

３
位　

藤
井
七
海

（
ダ
ブ
ル
ス
）

３
位　

藤
井
七
海
・
髙
垣
凜
乃

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

○
日
時　

8
月
12
日
（
日
）

○
場
所　

紀
の
川
市
貴
志
川
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

（
６
年
生
以
下
の
部
）

３
位　

山
本
遥
希

（
４
年
生
以
下
の
部
）

２
位　

田
村
淳
弥

３
位　

楢
崇
佑

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（
６
年
生
以
下
の
部
）

３
位　

今
井
希
風

本
人
通
知
制
度
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
？

○
ど
ん
な
制
度
？

　

本
人
通
知
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
を
本

人
以
外
の
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、

事
前
登
録
し
た
本
人
に
対
し
て
、
証

明
書
を
交
付
し
た
事
実
を
お
知
ら
せ

す
る
制
度
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
？

　

知
ら
な
い
う
ち
に
戸
籍
謄
本
等
が

取
得
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
で
き
る

た
め
、
万
が
一
、
不
正
取
得
の
疑
い

が
あ
れ
ば
、
事
実
関
係
の
早
期
究
明

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

不
正
請
求
が
発
覚
す
る
可
能
性
が

高
ま
る
こ
と
か
ら
、
不
正
請
求
を
抑

止
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

○
登
録
手
続
き
は
？

　

住
所
ま
た
は
本
籍
地
が
岩
出
市
の

方
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
市
民
課
に
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
権
限
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
委

任
状
、戸
籍
謄
本
等
）
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　

市
民
課
（
内
線
１
６
２
）
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

11 月は、「子供・若者育成支援強調月間」です

　社会環境の変化に伴う人間関係の希薄化やモラルの低下などを背景に、少年非行の問題、いじめの問題、児童虐待

や子供が被害者となる事件等の発生など、子供・若者を取り巻く状況には依然として厳しいものがあります。これら

の課題に対応し、子供・若者の健やかな育成のための取組を着実に推進する必要があります。

　このため、全国的に 11 月を「子供・若者育成支援強調月間」と定め、様々な事業や活動を集中的に実施すること

により、子供・若者育成支援に対する市民の理解を深めるとともに、各種活動の一層の充実と定着を図ります。

『スポレクフェスタ』を開催します！

　青少年や大人が個々の体力や年齢に応じたスポーツレクリエーション活動を楽しみ、出会いやふれあいを

通して参加の喜びを分かち合い、地域全体の絆を深めることを目的に開催します。

　　○日時　11 月 23 日（金・祝）午後１時～

　　　　　　（受付：午後 0 時 15 分～ 40 分）

　　○場所　市民総合体育館

　　○プログラム
　　　・玉入れ（小学校区別対抗）

　　　・綱引き（小学校区別対抗）

　　　・綱引き（中学生以上対抗）

　　　・ボール運びリレー（小学校区別対抗）

　　　・ＧＯ！ＧＯ！ＧＯ！（小学生全員）

　　　・ワクワク大抽選会（全員）

　　　・表彰式

※体育館シューズをお持ちください。

市民の方はどなたでも参加いただけます。どうぞお越しください！
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問　 保健推進課  保健予防係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 30 年 7 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

    26 日（月）・27 日（火）

■ 7 か月児（平成 30 年 4 月生）
    20 日（火）・21 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

    14 日（水）・ 28 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

    9 日（金）・16 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

    14 日（水）・ 28 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

    9 日（金）・16 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

    20 日（火）

内容：栄養指導、育児指導

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

11月

育て子
コーナー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　
　

い
わ
で
っ
子

12 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

 14 日（金）

２歳児
（平成 27 年 4 月 2 日生
～平成 28 年 4 月 1 日生）

クリスマス会
午前10時～

　　11時30分
市民総合体育館

30 組

１歳児
（平成 28 年 4 月 2 日生
～平成 29 年 4 月 1 日生）

30 組

0 歳児
（平成 29 年 4 月 2 日生

以降）
30 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
2
歳
児
︙
11
月
14
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
11
月
15
日
（
木
）
～　

・
0
歳
児
︙
11
月
16
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 29 年 3 月生）  

（平成 27 年 4 月生）

（平成 29 年 12 月生）

（平成 28 年 4 月生）

　　　　　　　　（予約制）子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

○
日
時　

11
月
14
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
中
で
し
た
ら
、
自
由

　

に
入
室
・
退
出
で
き
ま
す
。）

※
毎
月　

第
2
水
曜
日

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
、
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

　

親
子
で
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
運
動
あ

そ
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

11
月
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

小
ホ
ー
ル

〇
内
容　

親
子
で
運
動
遊
び

〇
講
師　

小お
が
わ川　

陽よ
う
じ
ろ
う

二
郎
氏

○
対
象　

２
歳
以
上
の
幼
児
と

　
　
　
　

そ
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

○
受
付
開
始
日　

　

11
月
1
日
（
木
）
か
ら

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
61
‐
２
９
８
３

親
子
で
運
動
遊
び
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パパママ教室
受付時間 9:45 ～ 10:00　　　　　　　　（予約制）

　6 日（火）

内容：歯の健康・妊婦体操
　　　・産後うつ

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
た
め
に
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
！
今
回
は
、﹃
ク
リ

ス
マ
ス
風
﹄
献
立
で
す
。

○
日
時　

12
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
内
容　

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

○
講
師　

浅あ
さ
ざ
わ澤　

惠
め
ぐ
み
氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

15
組

※
１
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り

○
受
付
開
始
日　

　

11
月
26
日
（
月
）
か
ら

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
61
‐
２
９
８
３

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字程度）を記載の上、写真データ（1MB

以上）を添付しメールでご応募ください。1 月号掲載の締切は 11 月 26 日（月）です。応募多数の場合は抽選とさせていただ

きますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

いわで
っ子

3 歳 ま で の お 子 さ
んの写真を

大募集！

岩出市内の

※年齢は申込み時の年齢です。

ちゃん（4 ヵ月） ちゃん（2 ヵ月）

◆我が家のアイドル！大
き い リ ボ ン を つ け て に
こっ (^^)

◆パパとママのところに
産まれてきてくれてあり
が と う ♬ 元 気 に 大 き く
なぁれ！！

◆元気でたくましく育っ
てね。生まれてきてくれ
てありがとう！

希
き さ

紗 幸
ゆ き た

汰 　也
や ま と

真士 ちゃん（0 ヵ月）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

子育て支援課　家庭児童係　　☎ 62 ‐ 2141（内線 337）
岩出市総合保健福祉センター　☎ 61 ‐ 2400
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター　☎ 073 ‐ 445 ‐ 5312

●相　談　窓　口●

11 月は児童虐待防止推進月間です
○児童虐待防止推進月間とは
　児童虐待に関する相談件数は依然として増加してお

り、特に子どもの生命が奪われる重大な事件も後を絶

たず、児童虐待問題は社会全体で解決すべき重要な課

題となっています。

　こうした状況の中で、厚生労働省は毎年 11 月を「児

童虐待防止推進月間」と位置づけ、関係機関・団体が

協力して児童虐待防止のための広報・啓発活動を集中

的に実施しています。

○「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたとき
　あなたの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」

がいたら、すぐに市役所の窓口や児童相談所などに連

絡（通告）してください。通告は子どもを守るための

ものです。

　連絡をした人が特定されないように、秘密は守られ

ます。また、連絡をした後で、虐待でないとわかって

も、連絡をした人に罰則はありません。

○虐待を受けているとき
　例えば・・・家族のだれかにいやなことを言われた

り、いやなことをされたり、お腹がすいても食べるも

のがなかったり、たたかれたり殴られたりしていやな

思いをしていたら。

○子育てについて不安を持っているとき
　例えば・・・自分だけがうまく子育てできていない、

助けてくれる人がいない、子どもの行動が気に入らな

い、この子がいなかったら、などと思ってしまい自分

を追いつめていたら。

　そんなとき、ひとりで悩まず相談してください。

児童虐待を防止するにはまず相談を！

「未来へと　命を繋ぐ　１８９（いちはやく）」
（平成 30 年度「児童虐待防止推進月間」標語）

◎「平成 31 年度保育所等利用申込のご案内（二次募集）」につきましては、16 ページに掲載しておりますので
　そちらをご覧ください。
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相談 日時
（祝日除く） 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

6日（火）・20日（火）
午後1時～4時

岩出市役所
 6日     2階  第7会議室
 20日   2階  第2会議室

　悪質商法によるトラブルや架空請
求、貸金業者からの借金問題などの消
費者問題についてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
☎61-6966

消費生活相談
（紀の川市開設）

14日（水）・28日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階　相談室（小）

紀の川市商工労
働課☎79-3919

行政相談
21日（水）
午後1時～3時

上岩出地区公民館　第1会議室
　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続き等、どんなことでもお
気軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
13日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
「人権問題ではないだろうか？」と感

じたときは、お気軽にご相談くださ
い。人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線336）

教育相談
月～金曜日
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・岩出小学校・山崎小学校
　・山崎北小学校・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
　・適応指導教室「フレンド」
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
  ☎61-7007

・教育総務課
 （内線367）

・適応指導教室 
☎62-0892

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室
☎073-441-0808
☎073-441-0826

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院（問い合わせは、和
歌山県立医科大学小児成育医療
支援室へ）

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

こうのとり相談

医師と相談 那賀振興局健康福祉部相談室 不妊専門医による面接相談（予約制） 那賀振興局健康
福祉部保健福祉
課☎61-0049

月～金曜日
午前9時～午後5時45分

電話相談 保健師による電話相談

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・労働問
題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困11
月

場所

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文
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同
じ
温
度
の
幸
せ
を

（学年は発表当時の学年です。）
岩出第二中学校 1 年

8/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

私
は
目
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
見

て
、
耳
で
キ
レ
イ
な
音
を
聞
い
て
、

手
で
た
く
さ
ん
の
物
に
触
れ
る
事
が

で
き
る
。
で
も
、
目
が
見
え
な
い
人

や
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
が
い
る
。
そ

ん
な
人
を
見
て
、
私
は
「
か
わ
い
そ

う
」
だ
と
は
思
わ
な
い
。
反
対
に
尊

敬
し
て
い
る
。
健
常
な
人
よ
り
、
生

き
に
く
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
一
生
懸
命

に
い
ろ
ん
な
人
と
真
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
も

こ
の
世
界
で
生
き
る
仲
間
と
し
て
真

正
面
か
ら
向
き
合
え
る
人
に
な
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

私
が
ど
う
し
て
障
害
を
持
っ
た
人

の
事
を
書
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

二
冊
の
本
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ど

ち
ら
も
障
害
者
を
テ
ー
マ
に
し
た
本

で
あ
る
。
こ
の
二
冊
に
は
共
通
点
が

二
つ
あ
っ
た
。

　

一
つ
目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
目
が
見

え
な
い
人
は
、
相
手
の
顔
の
表
情
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
不
安
が
あ
る
と

思
う
。
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
は
い
つ

も
集
中
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
悩
み
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ほ

と
ん
ど
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
で
あ
る
と
思
う
。

　

二
つ
目
は
、
一
つ
一
つ
の
言
動
を

大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
障

害
を
持
っ
た
人
た
ち
は
私
た
ち
よ
り

相
手
に
伝
え
ら
れ
る
方
法
が
少
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
な
意
味
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

こ
の
二
つ
か
ら
、
私
た
ち
健
常
者

だ
か
ら
こ
そ
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
う
。

　

ど
う
し
て
筆
者
は
こ
の
本
を
書
い

た
の
だ
ろ
う
。
私
は
二
冊
の
本
を
読

ん
で
、
た
っ
た
一
日
だ
け
の
記
憶
の

中
に
ど
れ
だ
け
の
思
い
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
を
見
返
す
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
の
だ
と
感
じ

た
。
昨
日
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ
そ

考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

　

私
に
は
た
く
さ
ん
の
感
情
が
あ

る
。
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
人

だ
っ
て
、
事
故
の
後
遺
症
が
残
っ

た
人
だ
っ
て
感
じ
る
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、
心
配
、
つ
ら
さ
、
望
み
。
私
は

人
と
上
手
く
話
せ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
人
か
ら
何
か
言
わ
れ
た
。
私

が
も
し
〇
〇
〇
だ
っ
た
ら
、
な
ん
て

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
悩

み
、
不
安
が
あ
る
人
に
私
は
そ
ば

で
、
一
緒
に
苦
し
み
や
楽
し
み
を
分

け
合
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。

人
が
尊
敬
す
る
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
。

　

私
が
明
日
、
目
や
耳
、
手
が
自
由

に
使
え
な
く
な
っ
た
ら
、
健
常
の
時

よ
り
、
色
ん
な
こ
と
の
意
味
の
大
切

さ
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
周
り
の

人
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
同
情
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と
、

今
こ
の
一
瞬
も
無
駄
と
は
い
え
な

い
。
健
康
で
生
き
て
い
け
る
こ
と
を

す
ご
く
幸
せ
だ
と
思
っ
た
。
た
っ
た

一
日
二
四
時
間
で
ど
れ
だ
け
、
な
に

が
で
き
る
の
か
、
よ
く
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。

　

差
別
と
は
、
差
を
つ
け
て
分
け
へ

だ
て
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
と
誰

か
は
、
背
の
高
さ
、
性
格
、
好
き
な

食
べ
物
だ
っ
て
違
う
。
人
と
比
べ
る

こ
と
、
こ
れ
は
す
る
べ
き
な
の
か
？

障
害
の
こ
と
、
悪
い
所
だ
け
を
探
す

の
で
は
な
く
、
い
い
所
を
た
く
さ
ん

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

鍛
か じ

治　彩
あや な

菜

見
つ
け
出
し
、
受
け
止
め
る
べ
き
だ

と
思
う
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
障
害
を
持

つ
人
だ
っ
て
当
然
い
る
。
だ
か
ら
作

ら
れ
た
も
の
だ
っ
て
あ
る
。
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
に
よ
く
あ
る
、
車
い
す
専

用
駐
車
場
。
こ
れ
は
、
車
い
す
を

使
っ
て
い
る
人
が
便
利
に
使
え
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
も
の
。
健
常
の
人
が

使
う
必
要
は
な
い
。
私
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
が
平
等
で
、
障
害
を
持
つ

人
に
も
同
じ
温
度
の
幸
せ
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
な
世
界
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

　

わ
た
し
は
障
害
を
持
つ
人
に
対
し

て
「
か
わ
い
そ
う
」
と
言
う
人
が
現

れ
な
い
く
ら
い
優
し
く
ふ
る
ま
っ
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
健
康
に
生
ん
で
く
れ
、
育
て
て

く
れ
た
人
た
ち
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
い
た
い
で
す
。
当
た
り
前
で
当

た
り
前
じ
ゃ
な
い
日
々
を
も
っ
と

も
っ
と
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

「寒い」・・・
　両脇をしめて、
肩をすくめます。
両 手 を 握 り、 肘
を ま げ、 腕 を ふ
るわせます。

今月は「寒い」です。
みんなで手話を学ぼう！
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

11月のカレンダー

☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
※DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお返し
　ください。視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

11 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  4 日（日）・11 日（日）・・・「おはなしドロップス」

18 日（日）・25 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
24 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室

中学生・高校生ビブリオバトル　岩出市大会　観戦者募集！！

　ビブリオバトルとは、発表者（バトラー）がおすすめの本の魅力を５分間で紹介し合い、参加者全員で「一番読み

たくなった本」（チャンプ本）を投票で決める書評ゲームです。中高生が発表者となり、自分のおすすめの本を紹介

しますので、ぜひ観戦していろいろな本との出会いをお楽しみください。

〇対象　　　　どなたでも（各日定員 100 名）　　

〇申込方法　　岩出図書館カウンターまたは電話でお申込みください。

（中学生ビブリオバトル）

〇日時　11 月 17 日（土）　午後 1 時 30 分から

〇場所　岩出図書館 　　　　　　　　　　　

 （高校生ビブリオバトル）

〇日時　11 月 18 日（日）　午後 1 時 30 分から

〇場所　紀の川市立河北図書館

○日時　12 月 1 日（土）

　午前の部　午前 10 時 45 分から

　午後の部　午後 2 時 30 分から（各回 1 時間程度）

○場所　駅前ライブラリー　２階　　

○対象　小学生以下（小学 3 年生以下は保護者同伴）

〇定員　各回 10 名

○申込方法　

　11 月 10 日（土）から岩出図書館・駅前ライブ

ラリーカウンターへ直接、または岩出図書館へ電話

でお申込みください。

（定員になり次第、締め切らせていただきます）

英字新聞でつくるまとあてロケット

●アルプスの少女 ハイジ（107 分）

○日時　11 月 23 日（金・祝）

　　　　　　開場　午前 10 時 15 分　　　　　

　　　　　　開演　午前 10 時 30 分

○場所　岩出図書館大会議室　（先着 100 名）

図書館 DVD 上映会

　岩出市内の各小・中学校からよりすぐりの “ うち

どく ” の記録を展示しています。

○展示期間　11 月 28 日（水）まで

○展示場所　岩出図書館展示コーナー

小・中学生の “ うちどく ” 展示

24 日（土）・・・「おはなしパレット」

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
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まちの
iwade    town   information

パ
シャ話題

写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込
むと、動画が再生できます。動画が再生
されない場合は、市ウェブサイトからご
覧ください。

これからもお元気で

　９月 17 日（月・祝）正午から市民総合体育館におい

て「敬老会」が盛大に開催されました。

　参加された皆さんは、式典の後、コーラスクラブの方々

の歌声や子どもたちの和太鼓、落語や歌謡ショーなど多

彩な演芸を楽しまれました。

　皆さん一人一人が、岩出市発展の礎を築かれた大切な

方々です。これからもお元気でいてください。

敬老会が盛大に開催されました 9／17

スーダン共和国で支援活動

　JICA（独立行政法人国際協力機構）青年海外協力隊と

してスーダン共和国に派遣される岩出市在住の神崎早紀

子さんが表敬訪問されました。神崎さんは、現地の学校

を巡回し、手洗い、歯磨き指導、感染症、栄養について

の指導など、必要な支援のために活動されます。

JICA ボランティアが表敬訪問 9／21
高知県で岩出市を PR ！

　高知県須崎市で開催された「第 5 回ご当地キャラま

つり in 須崎」に参加しました。当日は雨が降ったり止

んだりする中、たくさんのゆるキャラと交流を深めなが

ら、会場ステージやブースなどで岩出市を PR しました。

ご当地キャラまつり in 須崎に参加しました 9／8

スポーツを楽しみました！
第 13 回岩出市民運動会を開催しました 10／8
　10 月 8 日（月・祝）（体育の日）、大宮緑地総合運

動公園において、第 13 回岩出市民運動会が盛大に開

催されました。

　運動会演技種目はもちろんアトラクションとして実

施いたしましたペタンク＆グラウンドゴルフ大会等に

も、市民の皆さま方に多数ご参加をいただき、誠にあ

りがとうございました。

　なお、主な競技結果については、市ウェブサイトに

掲載していますので、ご覧ください。
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